
公表：       　　令和5年　　3月　　31日 事業所名　　　　　　　　　　オールケア旭　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

〇
常に整理整頓行い、物の配置などの工夫をし、何とか
スペースを確保している。

更に快適で安全なスペースの確保
が出来るよう日々整理整頓を徹底
します。

2 職員の配置数は適切である 〇
人員確保の為の求人は行っている。又、医ケア対象者
であり必須人員以上の人手が必要であり、他部署との
連携を図り対応できるよう強化している。

配置数は常に満たしているが今後
もそれ以上の体制を取れるよう連
携を強化していく。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされている

〇 段差がなく手すり等も設置されている。 車いす中心の設備である。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

〇
年間目標を設定し、会議の場で周知、振り返りを継続的
に行っている。

PDCAサイクルについて、職員に周
知を更に徹底する。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげている

〇
アンケート、支援計画のモニタリングを活用し、業務改
善に務めている。

保護者へのアンケート結果を職員
全員にも更に周知し、改善策を全
員で共有する。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している

〇 ホームページにて公開している。 結果をスタッフにも更に周知する。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている

〇
法人内の部局で内部監査を実施し、業務改善に努めて
いる。

第三者による外部評価の実地に努
める。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保している

〇
事業所内での研修や外部の研修があれば周知し、研
修に参加している。

今後も積極的に参加し研修内容を
共有できる場を増やす。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

〇
定期的に保護者との面談を行い、ニーズ等を聞き取り、
計画書に反映して支援を行なっている。

ニーズや課題を職員間で共有し、
計画に反映させる。

10
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
している

〇
朝礼、終礼、ミーティングなどで周知して手順書等活用
しながら行っている。

現在使用しているアセスメントツー
ルの統一を行う。

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る

〇
放課後の短い時間をいかにプログラムするか難しいこ
とも多い。職員間で話し合い活動プログラムの立案を
行っている。

スタッフ間での情報共有を強化す
る。

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる

〇
製作や催し等、季節・月ごとに変化をつけテーマを決め
て行っている。

更に新しい活動も試案していく。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している

〇
きめ細やかとなると不明なこともあるが、長期休暇や休
日は色んな体験や普段できない取り組みが出来るよう
工夫している。

更に新しい活動も試案していく。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサー
ビス計画を作成している

〇 個々の特性を把握して、支援を行っている。 より具体的な内容を決める。

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

〇
朝礼、終礼、ミーティングなどで周知して
手順書等活用しながら行っている。

パートタイムの職員が揃った時間
帯にも、手短に申送りだけでも行え
る時間を作っていく。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

〇
終礼時に行っているが、全員の職員とは出来ず申し送
り等で共有している。

更に情報の密な共有を徹底する。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている

〇 日々の記録を参考にして、次の課題へと繋げている。
各利用者様ごとに月間で情報等を
まとめているが更に細やかな記録
に努める。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

〇
半年ごとの見直しや必要時には送迎時やデイに来て頂
いたり、電話等でモニタリングを行っている。

今後も、モニタリングを定期的に
行っていく。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている

〇 日々の創作活動、レクリエーションへ参加している。
今後、バランスを考慮した上で
総則の内容に沿った支援を行なっ
ていく。
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放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



20
障がい児相談支援事業所のサービス担当
者会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している

〇
日常から関わっているスタッフ、看護師、責任者が参加
している。

今後も積極的に参加し連携する。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っている

〇

学校主催の連絡調整会議が実施された時には積極的
に参加している。HPでの情報収集、送迎時に先生との
情報交換などを行っている。
必要時には、電話やFaXで密に連絡を取っている。

今後も学校主催の連絡調整会議
への参加、HPでの情報収集、送迎
時に先生との情報交換などを行っ
ていく。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ている

〇

連携（医師）は難しい所も多いが、訪看等と連携を図り、色んな
体勢やアプローチを工夫し、一人一人のための支援、医ケア
の提供が出来るよう工夫している。主治医指示書等を通し連
携している。訪問医とは連携を取り易いが、大きい病院とは
中々難しい。

コロナ禍で難しいこともあります
が、必要に応じて訪問医とさらに関
係を取っていくよう努める。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

〇
事業所見学等行って情報共有はしている。全ての就学
前に利用していた事業所等との情報交流は出来ていな
い。

今後も可能な限り積極的に情報共
有を行う。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障がい福祉サービス事業所等へ移
行する場合、それまでの支援内容等の情報
を提供する等している

〇
同系列会社間では必ず見学や一日体験が出来る機会
を設けている。他事業所に関しても必要であれば情報
交換の場を設けている。

今後も個人情報に十分配慮しなが
ら対応をしていく。

25
児童発達支援センターや発達障がい者支
援センター等の専門機関と連携し、助言や
研修を受けている

〇
相談支援も交えて情報交換を行っている。
必要な研修にはその都度参加している。

今後も、相談支援も交えて情報交
換を行っていく。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会がある

〇
コロナ禍もあり難しい。
交流はなかなかできていないのが現状。

コロナ禍では中々積極的には行え
ていないが、出来る方法を考え、再
び交流の場を作っていく。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
している

〇

城東区医ケアプロジェクト（防災）に参加し、各所との会
議にて課題に取り組んでいる。
開催される時には、地域の放課後デイサービスの連絡
会議には定期的に参加し、情報共有を行っている。

今後も、積極的に参加する。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っている

〇
連絡ノートの活用、送迎時の申し送り、面談で共通理解
を図っている。

更なる情報共有を図る。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等の
支援を行っている

〇
今後、研修会にスタッフが参加予定。
全スタッフが出来ている訳ではないが、必要時には役
職者を筆頭に行っている。

今後はより積極的に動いていく。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている

〇 契約時・面談時に行っている。
今後も分かりやすい説明に努め、
変更時には手紙等でお知らせす
る。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ている

〇
送迎時やイベント時にお話をさせて頂いているが、必要
と感じた時には、その都度時間を設けて応じている。

必要時には、その都度時間を設け
て対応していく。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

〇

コロナ禍により難しい。
様々な行事も情勢により開催が難しく、対保護者への
参観の機会も激減しており、現状はあまり積極的にでき
ていない。

今後、多くの機会を設けて連携の
強化をしていく。

33

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

〇
すぐに報告をあげてもらい、責任者や役職者が対応をし
ている。

今後も、迅速かつ適切に対応して
いく。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

〇
ブログの更新や、機関誌を発行し、デイでの様子を発信
している。

積極的に発信をしていく。

35 個人情報に十分注意している 〇 配慮している。
今後はより一人ひとりに合った配
慮を選択していく必要がある。

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている

〇

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

〇
コロナ禍に合った、地域に根ざした
事業展開に努める。
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38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、職員や保
護者に周知している

〇
それぞれのマニュアル作成をし、休憩室などどのスタッ
フでも見れる場所に置いている。

周知を徹底し、活用できるようにし
ていく。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている

〇 安全委員が主となり、定期的に実施している。
継続して行い、保護者の方にも周
知する。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしている

〇 年に1回必ず行っている。
今後も定期的に研修を行い意識向
上に努める。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いる

〇
個別支援計画に記入し、定期的に振り返り確認した上
で、記録に残している。

引き続き保護者の方にも説明を行
い、記録に残していく。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている

〇
アレルギー確認は行い、可能な限り指示書記入もして
頂いているが、指示に基づくというよりもご家族様に対
応を聞くのが現状。

今後も保護者からの聞き取りを行
い、必要時には医師の指示書にも
記入し、対応していく。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している

〇 共有・周知をしている。 今後もファイリングして残していく。

非
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公表：      2023年　　3月　31日

事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オールケア旭　放課後等デイサービス 保護者等数（児童数）　　　　　回収数　　23人　　　割合　　77　％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない いいえ わからない ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

21 1 1
各部屋の整理整頓を日々行
い、より活動スペースを確保
出来るよう取り組んでいく。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 21 1 1
基準を満たした職員配置を
行っている。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

22 1
スロープが配置されており、
全面的に段差がない環境で
ある。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

23
学校以外で唯一、経口摂
取できる事業所です。

更に一人ひとりのニーズに
合った過ごし方を計画・立案
し、明確化した上で実践して
いく。

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

22 1
固定化されているほうが良
い場合もあると思う。

ある程度繰り返して行うこと
も必要だが、マンネリ化しな
いように常に工夫していく。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

5 3 3 12
コロナ禍のため、今は希望
しない。

学校休日のご利用の際、地域の
公園などに遊びに行く等の活動
を取り入れている。家族様によっ
て希望されない方もいる為、それ
ぞれの意向に沿った配慮をす
る。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

23
契約時や変更時には、説明
している。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

23
今後更にノート記入や送迎
時、電話での申し送りを密に
行っていく。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

22 1
面談以外でも送迎時等に、
ご家族に対し育児に関する
問いかけを行っていく。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

8 2 2 11
今の時期は仕方がない。
ZOOM等を活用して開催し
てほしい。

色々な形での取り組み（提
案）はさせて頂いているが、
参加者が少ない事実を踏ま
え、今後、多くの機会を設け
て連携の強化をしていく。(希
望者のみ)

11
子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か

16 1 6
苦情ではなく要望に対応し
てもらっている。

引続き苦情やクレームが
あった場合問題点と改善策
を検討し迅速に対応する。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

23

必要に応じて経過記録の保
護者記入欄や事業所欄に申
し送りなどを記入している。
また直接送迎の際に添乗か
ら申し送りを行なったり電話
での申し送りを行っている。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

23

イベント後は特にホームペー
ジ（ブログ）の更新を積極的
に行っている。また、機関紙
の更新も継続して行い、日
頃の児童の様子をより積極
的に発信していく。

14 個人情報に十分注意しているか 23

契約時には個人情報につい
ての同意書は頂いている
が、行事等に於いても再度
確認を行っている。又、ス
タッフの更なる意識向上を図
る。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

22 1
特に感染症対策はしっかり
してもらえていると思う。

今後、HPや会報誌、保護者
会等で各マニュアルについ
て伝えていく。学校の対応と
も連携していく。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

16 7
利用日が少ないので訓練
に参加できていないのかも
しれない。

月1回の避難訓練を今後も実施
し、保護者の方にも報告して情報
の共有を図る。保護者参加型の
機会も作る。また、施設でも過ご
せるようによう備蓄品も整える。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 21 2
個々の利用児様の状況に応じた
工夫をし、楽しんでいただけるよ
う質の向上に努めていく。

18 事業所の支援に満足しているか 23
入浴サービスがあれば
…。
朝もう少し早い開所だと、

今後も楽しんで頂けるように
モニタリングなどで聞き取り
を行い日々の工夫していく。
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）
別添資料１１



*1 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に
関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内
容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者
が作成する。

*2 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休
日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。



公表：       　　令和5年　　3月　　31日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

〇
常に整理整頓行い、物の配置などの工夫をし、何とかス
ペースを確保している。

更に快適で安全なスペースの確保
が出来るよう日々整理整頓を徹底
します。

2 職員の配置数は適切である 〇
人員確保の為の求人は行っている。又、医ケア対象者
であり必須人員以上の人手が必要であり、他部署との
連携を図り対応できるよう強化している。

配置数は常に満たしているが今後
もそれ以上の体制を取れるよう連
携を強化していく。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされている

〇 段差がなく手すり等も設置されている。 車いす中心の設備である。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

〇
年間目標を設定し、会議の場で周知、振り返りを継続的
に行っている。

PDCAサイクルについて、職員に周
知を更に徹底する。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげている

〇
アンケート、支援計画のモニタリングを活用し、業務改
善に務めている。

保護者へのアンケート結果を職員
全員にも更に周知し、改善策を全
員で共有する。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している

〇 ホームページにて公開している。 結果をスタッフにも更に周知する。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている

〇
法人内の部局で内部監査を実施し、業務改善に努めて
いる。

第三者による外部評価の実地に努
める。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保している

〇
事業所内での研修や外部の研修があれば周知し、研修
に参加している。

今後も積極的に参加し研修内容を
共有できる場を増やす。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

〇
定期的に保護者との面談を行い、ニーズ等を聞き取り、
計画書に反映して支援を行なっている。

ニーズや課題を職員間で共有し、
計画に反映させる。

10
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
している

〇
朝礼、終礼、ミーティングなどで周知して手順書等活用
しながら行っている。

現在使用しているアセスメントツー
ルの統一を行う。

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る

〇
放課後の短い時間をいかにプログラムするか難しいこと
も多い。職員間で話し合い活動プログラムの立案を行っ
ている。

スタッフ間での情報共有を強化す
る。

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる

〇
製作や催し等、季節・月ごとに変化をつけテーマを決め
て行っている。

更に新しい活動も試案していく。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している

〇
きめ細やかとなると不明なこともあるが、長期休暇や休
日は色んな体験や普段できない取り組みが出来るよう
工夫している。

更に新しい活動も試案していく。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサー
ビス計画を作成している

〇 個々の特性を把握して、支援を行っている。 より具体的な内容を決める。

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

〇
朝礼、終礼、ミーティングなどで周知して
手順書等活用しながら行っている。

パートタイムの職員が揃った時間
帯にも
手短に申送りだけでも行える時間
を作っていく。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

〇
終礼時に行っているが、全員の職員とは出来ず申し送
り等で共有している。

更に情報の密な共有を徹底する。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている

〇 日々の記録を参考にして、次の課題へと繋げている。
各利用者様ごとに月間で情報等を
まとめているが更に細やかな記録
に努める。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

〇
半年ごとの見直しや必要時には送迎時やデイに来て頂
いたり、電話等でモニタリングを行っている。

今後も、モニタリングを定期的に
行っていく。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている

〇 日々の創作活動、レクリエーションへ参加している。
今後、バランスを考慮した上で
総則の内容に沿った支援を行なっ
ていく。

事業所名　　オールケア児童デイあすなろ

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



20
障がい児相談支援事業所のサービス担当
者会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している

〇
日常から関わっているスタッフ、看護師、責任者が参加
している。

今後も積極的に参加し連携する。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っている

〇

学校主催の連絡調整会議が実施された時には積極的
に参加している。HPでの情報収集、送迎時に先生との
情報交換などを行っている。
必要時には、電話やFaXで密に連絡を取っている。

今後も学校主催の連絡調整会議
への参加、HPでの情報収集、送迎
時に先生との情報交換などを行っ
ていく。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ている

〇

連携（医師）は難しい所も多いが、訪看等と連携を図り、色んな
体勢やアプローチを工夫し、一人一人のための支援、医ケアの
提供が出来るよう工夫している。主治医指示書等を通し連携し
ている。訪問医とは連携を取り易いが、大きい病院とは中々難
しい。

コロナ禍で難しいこともあります
が、必要に応じて訪問医とさらに関
係を取っていくよう努める。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

〇
事業所見学等行って情報共有はしている。全ての就学
前に利用していた事業所等との情報交流は出来ていな
い。

今後も可能な限り積極的に情報共
有を行う。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障がい福祉サービス事業所等へ移
行する場合、それまでの支援内容等の情報
を提供する等している

〇
同系列会社間では必ず見学や一日体験が出来る機会
を設けている。他事業所に関しても必要であれば情報
交換の場を設けている。

今後も個人情報に十分配慮しなが
ら対応をしていく。

25
児童発達支援センターや発達障がい者支
援センター等の専門機関と連携し、助言や
研修を受けている

〇
相談支援も交えて情報交換を行っている。
必要な研修にはその都度参加している。

今後も、相談支援も交えて情報交
換を行っていく。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会がある

〇
コロナ禍もあり難しい。
交流はなかなかできていないのが現状。

コロナ禍では中々積極的には行え
ていないが、出来る方法を考え、再
び交流の場を作っていく。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
している

〇

城東区医ケアプロジェクト（防災）に参加し、各所との会
議にて課題に取り組んでいる。
開催される時には、地域の放課後デイサービスの連絡
会議には定期的に参加し、情報共有を行っている。

今後も、積極的に参加する。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っている

〇
連絡ノートの活用、送迎時の申し送り、面談で共通理解
を図っている。

更なる情報共有を図る。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等の
支援を行っている

〇
今後、研修会にスタッフが参加予定。
全スタッフが出来ている訳ではないが、必要時には役職
者を筆頭に行っている。

今後はより積極的に動いていく。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている

〇 契約時・面談時に行っている。
今後も分かりやすい説明に努め、
変更時には手紙等でお知らせす
る。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ている

〇
送迎時やイベント時にお話をさせて頂いているが、必要
と感じた時には、その都度時間を設けて応じている。

必要時には、その都度時間を設け
て対応していく。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

〇

コロナ禍により難しい。
様々な行事も情勢により開催が難しく、対保護者への参
観の機会も激減しており、現状はあまり積極的にできて
いない。

今後、多くの機会を設けて連携の
強化をしていく。

33

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

〇
すぐに報告をあげてもらい、責任者や役職者が対応をし
ている。

今後も、迅速かつ適切に対応して
いく。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

〇
ブログの更新や、機関誌を発行し、デイでの様子を発信
している。

積極的に発信をしていく。

35 個人情報に十分注意している 〇 配慮している。
今後はより一人ひとりに合った配
慮を選択していく必要がある。

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている

〇 配慮している。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

〇

コロナ禍で外部との接触を制限しているので、落ち着けばもっ
と開ける。コロナ以前は行っていた。大きな行事は実施できな
いが、以前の状況に近づけるよう計画は立て、努力して取り組
んでいる。

コロナ禍に合った、地域に根ざした
事業展開に努める。

関
係
機
関
や
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38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、職員や保
護者に周知している

〇
それぞれのマニュアル作成をし、休憩室などどのスタッ
フでも見れる場所に置いている。

周知を徹底し、活用できるようにし
ていく。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている

〇 安全委員が主となり、定期的に実施している。
継続して行い、保護者の方にも周
知する。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしている

〇 年に1回必ず行っている。
今後も定期的に研修を行い意識向
上に努める。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いる

〇
個別支援計画に記入し、定期的に振り返り確認した上
で、記録に残している。

引き続き保護者の方にも説明を行
い、記録に残していく。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている

〇
アレルギー確認は行い、可能な限り指示書記入もして
頂いているが、指示に基づくというよりもご家族様に対
応を聞くのが現状。

今後も保護者からの聞き取りを行
い、必要時には医師の指示書にも
記入し、対応していく。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している

〇 共有・周知をしている。 今後もファイリングして残していく。

非
常
時
等
の
対
応



公表：      2023年　　3月　31日

事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 オールケア児童デイあすなろ 保護者等数（児童数）　　　　　回収数　　23人　　　割合　　77　％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない いいえ わからない ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

21 1 1
各部屋の整理整頓を日々行
い、より活動スペースを確保
出来るよう取り組んでいく。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 21 1 1
基準を満たした職員配置を
行っている。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

22 1
スロープが配置されており、
全面的に段差がない環境で
ある。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

23
学校以外で唯一、経口摂
取できる事業所です。

更に一人ひとりのニーズに
合った過ごし方を計画・立案
し、明確化した上で実践して
いく。

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

22 1
固定化されているほうが良
い場合もあると思う。

ある程度繰り返して行うこと
も必要だが、マンネリ化しな
いように常に工夫していく。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

5 3 3 12
コロナ禍のため、今は希望
しない。

学校休日のご利用の際、地域の
公園などに遊びに行く等の活動
を取り入れている。家族様によっ
て希望されない方もいる為、それ
ぞれの意向に沿った配慮をす
る。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

23
契約時や変更時には、説明
している。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

23
今後更にノート記入や送迎
時、電話での申し送りを密に
行っていく。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

22 1
面談以外でも送迎時等に、
ご家族に対し育児に関する
問いかけを行っていく。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

8 2 2 11
今の時期は仕方がない。
ZOOM等を活用して開催し
てほしい。

色々な形での取り組み（提
案）はさせて頂いているが、
参加者が少ない事実を踏ま
え、今後、多くの機会を設け
て連携の強化をしていく。(希
望者のみ)

11
子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か

16 1 6
苦情ではなく要望に対応し
てもらっている。

引続き苦情やクレームが
あった場合問題点と改善策
を検討し迅速に対応する。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

23

必要に応じて経過記録の保
護者記入欄や事業所欄に申
し送りなどを記入している。
また直接送迎の際に添乗か
ら申し送りを行なったり電話
での申し送りを行っている。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

23

イベント後は特にホームペー
ジ（ブログ）の更新を積極的
に行っている。また、機関紙
の更新も継続して行い、日
頃の児童の様子をより積極
的に発信していく。

14 個人情報に十分注意しているか 23

契約時には個人情報につい
ての同意書は頂いている
が、行事等に於いても再度
確認を行っている。又、ス
タッフの更なる意識向上を図
る。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

22 1
特に感染症対策はしっかり
してもらえていると思う。

今後、HPや会報誌、保護者
会等で各マニュアルについ
て伝えていく。学校の対応と
も連携していく。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

16 7
利用日が少ないので訓練
に参加できていないのかも
しれない。

月1回の避難訓練を今後も実施
し、保護者の方にも報告して情報
の共有を図る。保護者参加型の
機会も作る。また、施設でも過ご
せるようによう備蓄品も整える。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 21 2
個々の利用児様の状況に応じた
工夫をし、楽しんでいただけるよ
う質の向上に努めていく。

18 事業所の支援に満足しているか 23
入浴サービスがあれば
…。
朝もう少し早い開所だと、

今後も楽しんで頂けるように
モニタリングなどで聞き取り
を行い日々の工夫していく。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
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援
の
提
供

保
護
者
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の
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明
等

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）
別添資料１１



*1 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に
関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内
容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者
が作成する。

*2 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休
日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。



チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切である 〇

安全に配慮しマットや
クッションを使ってス
ペースを作っている

利用児の状況に応じて環境整備に努めて
いる

2 職員の配置数は適切である 〇 適切に配置している
職員配置は十分なので、観察をしっかりし
てより良い支援に努める

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっている。また、障がいの特性に応じ、
事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達
等への配慮が適切になされている

〇

ゆったり過ごせる環境
づくりをしている
またバリアフリーで適
切に情報伝達できるよ
う配慮している

個々の特性を考慮してさらに工夫する

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっている

〇
掃除・消毒を徹底し季
節に合わせた壁面装
飾をしている

更に安全で快適な空間を提供する

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画している

〇

年間目標を会議で決
め、フロア内に掲示の
上毎月点検して振り返
りを行っている

日々の朝礼、終礼、毎月の会議などで話
し合い共有して質の向上に努めている

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して
事業所の評価を実施するとともに、保護者等の
意向等を把握し、業務改善につなげている

〇

年に一度アンケートを
実施、面談や電話など
で保護者の声を聴き改
善に繋げている

保護者の声には迅速に対応し、改善を図
る

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表
の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホームページ等で
公開している

〇 公開している 毎年ホームページに公開する

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげている 〇

法人内の部局で内部
監査を実施し、業務改
善に努めている

第三者による監査の実施に努める

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保している 〇

法人内研修や外部研
修にも積極的に参加
し、伝達講習も行って
いる

スタッフの資質の向上に繋がる研修を受
講できるよう調整する

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発
達支援計画を作成している

〇
日頃の支援の状況をア
セスメントに活かして計
画作成している

子どもと保護者からの聞き取りにより、
ニーズや課題を客観的に分析しより良い
計画・支援を行う

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用している 〇

利用開始時標準化した
書式にアセスメントを記
入している

全スタッフで共有できるようにしている

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発
達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定されている

〇

支援内容の項目はは
適切に選択し、具体的
に支援内容を設定し作
成している

更に分かりやすく具体的な支援内容を設
定するよう努める

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 〇
個々の特性を把握し支
援している

すべての活動にいつも支援計画を意識す
る

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇
具体的に課題を設定し
ている

一人一人に応じた課題を設定して専門的
に支援している

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇
担当がその日の状況
を見て実施している

季節や子供の様子をみて固定化しないよ
うに工夫している

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成して
いる

〇
その日の体調に合わ
せて活動計画を作成し
ている

個別に取り組む・みんなと活動するなど子
どもの状況に応じて計画している

公表：     2023　年　３　月　31　日 事業所名　　オールケア旭ノア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認している

〇
朝礼や始業前に確認し
ている

業務に入る前には必ずその日の流れ、予
定、役割分担、留意点などを確認している

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点
等を共有している

〇
毎日振り返りを行って
いる

支援終了後には、支援の振り返りと申し
送りを行い記録して共有している

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげている 〇

小さな変化も記録して
いる

常日頃から正しく記録して支援の改善に
つなげている

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断している 〇

計画見直しを踏まえて
早めにモニタリングをし
ている

日頃の様子を見て何か変化や気になるこ
とがあれば連絡をとり、情報をモニタリン
グに活かしていく

21
障がい児相談支援事業所のサービス担当者会
議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画している

〇
利用児の状況を把握し
ているスタッフが参画し
ている

今後も利用児の状況に精通した者が参画
してより良い支援をする

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っている 〇

関係機関と連携してい
る

これからも連携を深めていく

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がい
のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っている

〇
関係機関と連携し問題
点を共有するようにし
ている

今後も子どもを取り巻く様々な関係機関と
密に情報共有していく

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がい
のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を
整えている

〇
主治医とは保護者を通
じて指示書をもらい適
切に連絡対応している

今後も保護者の同意のもと情報の共有と
連携に努めていく

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図っている

〇

見学や電話連絡、サ
ポートブック記入などに
より情報共有し対応理
解がスムーズにできる
ようにしている

今後とも保護者の同意のもと移行する施
設に対して情報共有・相互理解を図って
いく

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っている

〇
連絡を取り合い対象理
解と支援内容の引き継
ぎを行っている

子どもと保護者の不安を少しでも軽減でき
るよう丁寧に引き継ぎを行っていく

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障がい者支援センター等の専門機関と
連携し、助言や研修を受けている

〇
各所と情報共有し、研
修を受けたり見学した
りしている

助言や研修の機会を生かしてより良い支
援に努める

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障がいのない子どもと活動する機会がある

〇
通っている子どもを通
じて話を聞くことがある

交流できるようなイベントも企画していきた
い

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・
子育て会議等へ積極的に参加している 〇

協議会との連絡は取り
あっている

協議会へは積極的に参加している

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持っ
ている

〇

送迎の時間を保護者と
話し合う大切な時とし
て全スタッフの対応力
を向上させている

日頃から子どもの状況や課題について共
通理解を持ち、安心して利用していただけ
るよう努める

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレー
ニング等）の支援を行っている

〇
保護者の対応や悩み
をしっかり聞くようにし
ている

保護者様からのご相談に対応したり必要
な支援をする体制を整えていく

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っている 〇

契約時に契約書・重要
事項説明書等により説
明している

不明な点がないように丁寧な説明に努め
る

適
切
な
支
援
の
提
供
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

〇

ガイドラインに基づいた
計画は丁寧に説明し、
保護者の同意を得てい
る

今後も具体的な計画作成を行い丁寧に説
明していく

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等



チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行って
いる

〇
送迎時や折に触れ声
をかけるようにしている

悩みや不安がないか常に気を付けて対応
し、必要な助言・支援をしていく

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援してい
る

〇

参観日を設けて懇談会
も行っているが今年度
はコロナの為中止に
なった

懇談会では保護者同士の良い交流の機
会になるので年に数回は実施していく

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応している

〇

保護者からの相談や
申し入れがあれば、迅
速に適切に対応してい
る

今後も親切丁寧にまた迅速に対応してい
きたい

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信している

〇
お便りやホームページ
で発信している

お便りやホームページのブログ更新も数
回だったので、頻繁に出すように努力する

38 個人情報の取扱いに十分注意している 〇
個人情報には十分気
を付けて管理している

スタッフには定期的に取り扱いに注意する
よう指導する

39
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしている 〇

個々によって伝え方は
工夫している

更に特性等の配慮や工夫に努める

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っている

〇
盆踊りの行事には地域
の方を招いて一緒に踊
るなどした

今後も地域の方々も巻き込み開かれた事
業所として運営していく

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周
知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いる

〇
緊急時対応策や感染
症対策についてお手紙
を配布し周知している

今後も丁寧な周知に努める

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っている 〇

定期的に予定し訓練を
行っている

レクリエーションの時間や遊びの時間を
使って訓練を行っている

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認している 〇

個々の体調などは特に
気を付けて確認してい
る

今後も事故の無いよう気を引き締めて対
応する

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされている 〇

アレルギーについて気
を付けている

保護者から聞き取り、必要時には指示書
に基づき対応する

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている 〇

ヒヤリハットの事例は
終礼や会議で共有して
いる

ヒヤリハットや事故も含めてスタッフ全員
で共有し、事故防止に努める

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしている 〇

毎月の会議でも話し合
い、人権教育には力を
入れている

今後も研修を実施し、虐待防止・権利擁
護の意識を高める

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に事
前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支
援計画に記載している

〇
保護者にも説明し、個
別支援計画にも記載し
ている

今後も保護者への事前説明を十分に実
施し、了解を得て個別支援計画書にも記
載する

非
常
時
等
の
対
応

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。
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公表：　2023年　3　月　31　日   

 

チェック項目 はい
どちらとも

いえない いいえ
わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れている

3 2
利用児の状況に合わせて安全に配
慮し環境整備に努めている

2 職員の配置数や専門性は適切である 5
十分な職員配置なので、より質の良
い支援に努める

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ
れた環境になっている。また、障がいの特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が適切になされてい
る

4 1

バリアフリーで障がい特性に合わせ
た情報伝達配慮はできているが、さ
らにわかりやすく安心できる環境づく
りに努める

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっている。また、子ども達の活動に合わ
せた空間となっている

4 1

毎日の清掃・消毒の徹底と明るく楽し
い装飾作成をしている
さらに工夫をして心地よく安全に過ご
せる空間を保持する

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画が作成
されている

5
モニタリングや普段の申し送りの中で
ニーズや課題を把握するように努め
ている

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されている

5
今後も適切な支援内容を選択し、具
体的な支援内容を検討して作成する

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ている

5 個々の状況に合わせた支援を行う

8
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ている

5
日々楽しく活動できるように工夫して
している

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、
障がいのない子どもと活動する機会がある

1 4
できるだけ近隣の幼小中学校との交
流を企画していきたい

10
運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明がなされた

5 これからも丁寧に説明する

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら、支援内容の説明がなさ
れた

5
ガイドラインに基づき支援計画を作成
し、支援内容を説明していく

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニングiv等）が行われている

3 2 定期的に実施していきたい

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

5
送迎時には詳しく様子を伝え、共通
理解できるように努める

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われている

5
とても丁寧に適切な助言・
支援をして頂いてます

これからも寄り添って支援していく

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ている

1 1 3
保護者同士の交流ができるようオン
ラインを使うなど検討していく

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され
ている

5 これからも丁寧に対応していく

事業所名　　オールケア旭ノア　　　　　　　　　　　　　　　 　保護者等数（児童数）　5　　　　回収数　5　　　　割合　100　％

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

適
切
な
支
援
の
提
供

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）
別添資料６



チェック項目 はい
どちらとも

いえない いいえ
わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされている

5
個々の状況に配慮してコミュニケー
ションをとるように努める

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されている

5

ブログでデイの様子を見れ
て家族全員喜んでいます
定期的なブログを楽しみに
しています

お便りやホームページからの発信数
を増やしていく

19 個人情報の取扱いに十分注意されている 5 これからも徹底して管理する

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、保護者に
周知・説明されている。また、発生を想定し
た訓練が実施されている

5
緊急時や感染症対応についてお手
紙や電話連絡で丁寧に説明する
訓練もしっかり計画し、実施していく

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われている

4 1
近くの小学校に避難させて
もらっています

定期的に訓練し、保護者にも実施状
況を伝えていく

22 子どもは通所を楽しみにしている 5 利用日はすごくご機嫌です これからも楽しい事業所運営を行う

23 事業所の支援に満足している 5
これ以上ないくらい大変満
足しています

満足していただけるように日々努力
する

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

〇この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結
果を集計したものです。

適
切
な
支
援
の
提
供



公表：       　　年　　月　　日 2023年3月31日 事業所名　　オールケア旭ノア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

〇
安全に配慮しマットや
クッションを使ってス
ペースを作っている

利用児の状況に応じて環境整備に努めている

2 職員の配置数は適切である 〇 適切に配置している
職員配置は十分なので、観察をしっかりしてより
良い支援に努める

3
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされている 〇

段差はなくバリアフ
リーになっている

設備は個々の障がい特性を考慮した上で適切
に設置している

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

〇

年間目標を会議で決
め、フロア内に掲示の
上毎月点検して振り返
りを行っている

日々の朝礼、終礼、毎月の会議などで話し合い
共有して質の向上に努めている

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげている

〇

年に一度アンケートを
実施、面談や電話な
どで保護者の声を聴
き改善に繋げている

保護者の声には迅速に対応し、改善を図る

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している

〇 公開している 毎年ホームページに公開する

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている

〇
法人内の部局で内部
監査を実施し、業務改
善に努めている

第三者による監査の実施に努める

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保している

〇
法人内研修や外部研修
にも積極的に参加し、伝
達講習も行っている

スタッフの資質の向上に繋がる研修を受講でき
るよう調整する

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

〇
日頃の支援の状況を
アセスメントに活かし
て計画作成している

子どもと保護者からの聞き取りにより、ニーズや
課題を客観的に分析しより良い計画・支援を行う

10
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
している

〇
利用開始時標準化し
た書式にアセスメント
を記入している

全スタッフで共有できるようにしている

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る

〇
全スタッフで意見を出
し合いながら考えてい
る

外部施設に見学に行ったり、調べて工夫して立
案している

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる

〇 担当がその日の状況
を見て実施している

季節や子供の様子をみて固定化しないように工
夫している

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している

〇
具体的に課題を設定
している

一人一人に応じた課題を設定して専門的に支援
している

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサー
ビス計画を作成している

〇
その日の体調に合わ
せて活動計画を作成
している

個別に取り組む・みんなと活動するなど子どもの
状況に応じて計画している

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

〇
朝礼や始業前に確認
している

業務に入る前には必ずその日の流れ、予定、役
割分担、留意点などを確認している

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

〇
毎日振り返りを行って
いる

支援終了後には、支援の振り返りと申し送りを行
い記録して共有している

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている

〇
小さな変化も記録して
いる

日頃から正しく記録して支援の改善につなげて
いる

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

〇
計画見直しを踏まえて
早めにモニタリングを
している

日頃の様子を見て何か変化や気になることがあ
れば連絡をとり、情報をモニタリングに活かして
いく

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている

〇
ガイドラインを手に取れ
る場所に置き、常に確
認できるようにしている

ガイドラインを確認しながら支援を行うことを意識
していく

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）

別添資料１０



20
障がい児相談支援事業所のサービス担当
者会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している

〇
利用児の状況を把握
しているスタッフが参
画している

今後も利用児の状況に精通した者が参画してよ
り良い支援をする

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っている

〇
利用前に必ず確認し
ている

学校から学年通信を受けたり日々の申し送り時
に連絡を聞いている
母親からも合わせて連絡を聞いて随時確認して
情報共有している

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ている

〇
医療的ケアの主治医
指示書を受けている

今後も主治医と連携をとり、適切に対応する

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

〇
保護者を通じて情報
共有している

今後も保護者同意のもと、情報共有、連携に努
める

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障がい福祉サービス事業所等へ移
行する場合、それまでの支援内容等の情報
を提供する等している

〇

サポートブックへの記
入や引き継ぎのため
の情報提供を行って
いる

今後とも保護者の同意のもと、関係する事業所
等に必要な情報を伝えていく

25
児童発達支援センターや発達障がい者支
援センター等の専門機関と連携し、助言や
研修を受けている

〇 専門機関との連携は
大切にしている

見学させてもらったり、情報共有して連携してい
る

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会がある

〇
交流の行事はないが
登下校時には声を掛
け合うことはある

近隣の高校の吹奏楽部と交流している
（今年度もコロナで交流できず）

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
している 〇

協議会との連絡は取
りあっている

協議会へは積極的に参加しているが
コロナで会議開催無

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っている

〇

送迎の時間を保護者
と話し合う大切な時と
して全スタッフの対応
力を向上させている

日頃から子どもの状況や課題について共通理解
を持ち、安心して利用していただけるよう努める

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等の
支援を行っている

〇
保護者の対応や悩み
をしっかり聞くようにし
ている

保護者様からのご相談に対応するため学び、必
要な支援をする体制を整えていく

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている 〇

契約時に契約書・重
要事項説明書等によ
り説明している

不明な点がないように丁寧な説明に努める

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ている

〇
送迎時や折に触れ声
をかけるようにしてい
る

悩みや不安がないか常に気を付けて対応し、必
要な助言・支援をしていく

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

〇

参観日を設けて懇談
会も行っているが今年
度はコロナの為中止
になった

懇談会では保護者同士の良い交流の機会にな
るので年に数回は実施していく

33

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

〇
苦情を聞けばすぐに
対応している

苦情は当日中に聞き取り、適切に対応していく

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

〇
お便りやホームページ
で発信している

お便りやホームページのブログ更新も数回だっ
たので、頻繁に出すように努力している

35 個人情報に十分注意している 〇
個人情報には十分気
を付けて管理している

スタッフには定期的に取り扱いに注意するよう指
導する

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている

〇 個々によって伝え方は
工夫している

更に特性等の配慮や工夫に努める

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

〇
盆踊りの行事には地
域の方を招いて一緒
に踊るなどした

今後も地域の方々も巻き込み開かれた事業所と
して運営していく

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等



38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、職員や保
護者に周知している

〇

緊急時対応策や感染
症対策についてお手
紙を配布し周知してい
る

今後も丁寧な周知に努める

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている

〇 定期的に予定し訓練
を行っている

レクリエーションの時間や遊びの時間を使って訓
練を行っている

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしている

〇
毎月の会議でも話し
合い、人権教育には
力を入れている

今後も研修を実施し、虐待防止・権利擁護の意
識を高める

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いる

〇
保護者にも説明し、個
別支援計画にも記載
している

今後も保護者への事前説明を十分に実施し、了
解を得て個別支援計画書にも記載する

42
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている

〇 アレルギーについて気
を付けている

保護者から聞き取り、必要時には指示書に基づ
き対応する

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している

〇
ヒヤリハットの事例は
終礼や会議で共有し
ている

ヒヤリハットや事故も含めてスタッフ全員で共有
し、事故防止に努める

非
常
時
等
の
対
応



公表：      2023年　3　月　31　日

事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オールケア旭ノア 保護者等数（児童数）　　　1　　回収数　　１　　　　　割合　100　％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない いいえ わからない ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

1
状況に応じて安全に過ごせ
るよう工夫している

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 1
適正な人数配置で行ってい
る

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

1
全面的にバリアフリーにして
いる

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

1
日頃の関りからニーズや課
題を把握するように努めて、
計画に活かす

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

1
季節や体調などの状況に応
じて工夫している

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

1
これからも地域の幼稚園小
中高校との交流の場を作っ
ていきたい

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

1
これからも丁寧に説明してい
く

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

1
状況や課題について日々伝
え合って共通理解するように
努める

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

1
日々の状況に応じてこまめ
に話し合う機会を持っている

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

1
毎年2回保護者参観懇談会
を実施しているが、今年度は
コロナでできず

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

1
苦情や問い合わせがあった
時には迅速かつ適切に対応
している

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

1 これからも適切に配慮する

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

1
お便りやホームページから
の発信を充実させていく

14 個人情報に十分注意しているか 1
個人情報の管理には細心の
注意を払っていく

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

1
各マニュアルは整備されて
いるため、今後保護者に向
けて周知徹底していく

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

1
定期的に訓練を行い、実施
内容はお知らせする

17 子どもは通所を楽しみにしているか 1
笑顔で過ごせる環境を提供
する

18 事業所の支援に満足しているか 1
満足していただけるようこれ
からも日々精進していく

*1 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に
関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内
容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者
が作成する。
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）
別添資料１１



*2 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休
日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。




